
第1７回 cinema ｃａｆｅ
映画 『みんなの学校」』からインクルーシブ教育を考える

日時

会場

目的

あらすじ 不登校ゼロを目指す大阪市立南住吉大空小学校の取り組みを紹介
し、第68回文化庁芸術祭大賞など数々の賞を受賞したテレビドキュメンタリー
を劇場版として再編集した作品。大阪市立南住吉大空小学校。ここでは、発達
障害を抱えた子、自分の気持ちをうまくコントロールできない子など、いわゆる
特別支援の対象となる児童も同じ教室で学ぶ。大空小学校が目指すのは不登
校ゼロ。教職員、保護者、地域の大人たちだけでなく、子ども同士も一緒になり
「みんながつくる、みんなの学校」のスローガンに取り組む姿を長期にわたり取
材。そこには、ごく普通の公立小学校が実践する濃密な教育の姿があった。
（映画COMより）
監督：真鍋俊永（201４）

申し込み

スケジュール 受付開始午後１時４５分
１ 午後２時００分 あいさつ
２ 午後２時１０分～ ４時００分 映画鑑賞（１０６分）
３ 午後４時１０分～ ４時４０分 グループディスカッション
４ 午後４時５０分 まとめ

神戸大学保健学研究科名誉教授
神戸市総合療育センター 所長

「 高田哲先生
５ 午後５時０００分 終了

みんなの学校

平成３０年５月１９日（土）
午後２時００分～４時５０分

医療法人社団十善会
野瀬病院７F多目的ホール（予定）
〒653-0042 神戸市長田区二葉町
5丁目1-36

Fax・e-mailにて、お名前・所属先・参加ご希望人数をお知らせください
締切り５月１２日（土） Fax   078-796-0865 
e-mail   yohana0308@hi-net.zaq.ne.jp

（神戸大学保健学研究科 小野研究室 中塚まで）

特別支援教育や障害者福祉に関係する映画を鑑賞しながら、
その知識や技術、人に対する高い共感性（温かいハート）を習
得し、その成果を医師・看護師・理学療法士・作業療法士・介

護福祉士や特別支援学校教員等の多職種の医療・福祉・教育関
係者で共有することを目的としています。

cinema ｃａｆｅ 神戸 研究会

定員５０名
参加費 無料
少しばかりのお
茶とお菓子を用
意しています


